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マカカ屈の主要組織適合復合系 (MHC)につ
いてはアカゲザルのRhL-Aについての研究は進
んでいるが他のマカカ属のサルについての研究は
不充分である｡我々は既にカニクイザルのMHC
の分布に地域差の存在することを報告している｡
一方,アカゲザルとカニクイザルの間には生殖能
力のある種間雑種を得ることが出来る｡このこと
は両者が未だ種としての分化が確立していないも
のと考えられ,両者のMHCを比較することは自
己と他を区別する基本的な認識機構であるMHC
の進化の研究の上からも重要である｡
カニクイザル,アカゲザルのSD抗原用型別血
IiHとしては,予研において主として妊娠血晴より
選別した99例のカニクイザル血清,オランダ･T
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